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艶やかな紅梅に心弾む季節となりました。教育センターでは、経験者研修
の閉講式が行われました。一年を通して研修に励み、閉講式を終えて教育者
としての使命感や責任感を一層強く持った研修生の姿が印象的でした。研修
生におかれましては、研修で身に付けた知識・技能等を各学校で発揮され、
今後も本市の子どもたちのために、活躍されることを期待しております。 

 
 

 

 

 

 
 

 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
令和５年２月１日（水）に川越市立教育センターで第１６回機関研修及

び閉講式を開催しました。 
第１６回では、「これからの教師に期待すること」について学校教育部長

からの講話を行いました。研修生は、期待される教師像について知るとと
もに、１年間の研修で培った実践的指導力と教師としての使命感を改めて
自覚し、次年度への意欲につなげていました。 

令和５年１月１８日（水）に川越市立教育センターで第４回共通研

修及び閉講式を開催しました。 

 第４回では、「学び続ける教育の専門家として」について学校教育部

長からの講話を行いました。研修生は、これからの教員生活を振り返

るとともに、教育の専門家としてこれからどうあるべきかを深く考え

ることができました。 

＜研修生の感想より＞ 
何事もやってみることが大切だということを

改めて感じました。色んな経験を積み、人との

縁ができることで、自分にとって良い運が飛び

込んでくることもあるし、少し頑張ってみるこ

と、それを継続することでさらなる成果を生み

出すことができるのだと学びました。教員自身

がそういった背中を見せることが、子どもたち

へも伝わっていくのだと感じました。 

＜研修生の感想より＞ 
今日の講話を通して、これからも「プロ」と

しての自覚をもって教師として様々なことに挑

戦していきたいと思いました。また、常に謙虚

な姿勢で教育活動に励み周りから学びを得た

り、吸収したりして自分自身の成長に繋げてい

きたいと感じました。 

＜研修生の感想より＞ 
日々、子どもたちや先生方から学ぶことが多く、教

師になれてよかったと感じています。初任者のときか

ら、「児童に寄り添い、信頼される教師になりたい」

「認め合い支え合える居心地の良い学級をつくりた

い」と思っています。謙虚な気持ちを忘れず、これか

らどこへ進むことになっても、新たな気持ちで、子ど

もたちのために学び続けていきたいです。 

＜研修生の感想より＞ 
将来に向けた様々なお話が聞けてとても参考になりました。私はすでに異動をした

ので、前任校の経験も踏まえて今いる学校で何を残せるのか考えていきたいです。ま

た、今後は若手教員の育成という面でも自分ができることを考えていき、自分の学ん

だことを周りに伝えていきたいと思います。 

 
令和５年１月２５日（水）に川越市立教育センターで第７回教育センター

研修及び閉講式を開催しました。 

第７回では、小学校、中学校の代表教諭による特定課題研究発表を行い

ました。研修生は、中堅教諭等としての自覚を一層強く持つとともに、成

長し続ける大切さについて考えることができました。 

＜研修生の感想より＞ 
経験年数が長くなってくるにつれて、自分の授業スタイルも確立されてきているこ

とを実感することが増えましたが、そういった自分のやり方をもう一度見直し、より

子どもたちにフィットした学習を提供することを目指さなければならないと感じまし

た。そのために、自分自身の知識をアップデートしていくことや、思い込みに囚われ

ずに改善点を探し続けることが必要であり、そのために他者に学ぶ機会も増やさなけ

ればならないと思いました。 


